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近年 發達 共 敎育 學習 電子 活用コンピュ タの と に や における メディアの が られ マ、 、 、ー 図

敎育 內容 方法 大 影響 及 特 普ルチメディアが の と に きな を ぼしている に インタ ネットの。 、 ー

及 學習者 多大 學習 機會 敎材 提供 膨大 數 樣 種類は に な の と を し な のホ ムペ ジが な の、 ー ー 々

敎材 競 學習 關心 高 中 品質 評を っている ソフト コ スウェア への が まる で その や に。 （ ） 、ー 価

關 多 議論 言 敎師 學習者 主觀的 判斷しては くの がなされているとは いがたく や の な によ、 、

敎材り、「 」 (1999)選擇 實情 用言語學的 觀が されているのが であり キムインソク も な、 「応

点 外國語學習方法論 十分反映 評 基準 必要から が された が である価 」 述と べている このよ。

現象 語學敎育 例外 英語敎育 日本語敎育 同樣うな は においても ではなく や においても で、 、

ある。

敎師 學習者 基準 視点 選擇や はどのような や でコ スウェアを しているのであろうか ただ。ー

單 敎科內容 含 適切 敎材 言 明白に が まれてさえいれば な とは えないことは である コ スウェ。 ー

文字 音聲 映 畵 像 學習素材 共 學習 流 提示 解答方法 關アには などの と に の れや に（ ） 、・ ・ ・

學習方法 化 良わる がプログラム されている いコ スウェア。「 ー 」 選擇 素材 適 不の には の、 ・

適 學習目的 一致 使 基準 意識的 無意識的 適用レベルの いやすさなどの が に されてい、 、・ ・

思 日本語敎育用 開發 利用 當 評 內容 方法ると われる のコ スウェアの や に たって の と。 、ー 価

關 議論 深 必要に する を める がある。

本稿 日本語敎育 望 學習者用評 項目 作成 韓國人日本語學では における ましい を し、 、価

習者 型日本語敎育用 評 行 評 用によるネットワ ク のコ スウェアの を うことによって、ー ー 価 価

廣島大學大學院敎育學硏究科博士課程後期＊



紙 信賴性 分析 評 行 望 方の を し コ スウェアの を うことと ましいコ スウェアのあり と、 、ー 価 ー

學習者 對 期待 明確 目的のコ スウェアに する について にすることを とする。ー

以 CALL上 本硏究 通 益 多樣化 日本語 促進 向 改善 一步のように を して する の に けた の とした、 々

い。

2. CALL 檢討コ スウェアのー

本章 關 先行硏究 全般的 敎育用 外國語 特 英語 敎育ではコ スウェアに する を な に、 、 （ ）ー

用 及 日本語敎育用 点 槪觀 本硏究 評 項目 設定 基礎資料び の から し における の の と、 ３ 、 価

KR知識內容 學習素材 學習方法 提示 解答する コ スウェアとは となる とその な。 、 （ 、 、ー

一体化 學習 本稿 單一 文字 音聲 映像 畵ど を した ソフトであり では のメディア） 、 （ 、 、 、

CALL Computer Assisted Language Learning像 素材 提示 區別による の と する とは） 。 、

支援 言語學習 日本語敎育 學習 目的 場合 日本語コンピュ タ の であり を とする に（ ） 、 、ー ・

CALL 呼と ばれる。

2.1 敎育用 評 硏究コ スウェアのー 価

Allessi&Trollip 1985 Bullough 1987敎育用 評 硏究コ スウェアの には キムヨ、（ 、 、ー 価

1990 Merill 1994 2000北神 井上 評 硏究ンス など があり コ スウェアの にお、 、 　 ） 、・ ー 価

長 歷史 硏究 特定 敎科科目 限 評 項目いては い をもっている それぞれの は の に らない を。 、 価

(2000)設定 總合的 評 方法 北神 井上 日本しており な であるといえる は において、 。 、「価 ・

敎育 評 關 硏究 見受ソフトの に する はあまり けられない価 」(p.184) 述と べ マルチメディア、「

型敎育 心理的 意味空間 明ソフトをユ ザが な においてどのようにとらえているかを らかにすー

敎育 選擇 視点るとともに それをもとに そのような ソフトを するときに ユ ザの からみて、 、 、 ー

心理的 分類 選擇基準 明示わかりやすいソフトの な や を すること」 p.184 大學生として（ ） 、

對 自由記述 調査 統計的 手法 用 目的志向性に する の から な を いて、 「 」 興味誘發性「 」 敎「

育課題性」 制御容易性「 」 四 因子 抽出 硏究 評 基準 項目 設定の つの を した この は の。 、 価 ・

客觀性 高 基本的 視点 得 言 抽象化 評 項において が く な となり ると える しかし された、 。 、 価

目 文言 外國語學習者 日本語學習者 答 適切 檢討の が あるいは が えるのに であるかどうかの、

必要が である。

2.2 外國語敎育用 評 硏究コ スウェアのー 価
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外國語敎育 主 英語敎育用 評 硏究 多 見受においては に コ スウェアの が く けられる、 。ー 価

(1999) 英語敎育 評 硏究 行 方向性 提示キムジュウン は コ スウェアにおける を い を し、 、ー 価

(1999)具体的 評 項目 至 外ている しかし な までは っていない また キムインソク は。 、 。 、 、価

國語敎育用 念頭 敎科課程的 側面 敎育用 評ということを におき な ソフトウェアの、① 、② 価

使 外國語敎育用 評 点檢表 含 事項 外國語敎育用に われながら の にも めるべき ソフト、③価

評 本質的 評 項目 三 分 評 点檢表 作成 硏究 受ウェア の な の つに けて を した この を け。価 価 価 継

(2000) 學習者側 評 相互作用的 觀点 敎師側 評いで キム は の だけでなく な から の も、 、 、価 価

必要 硏究 議論 敎 側 敎師側であるとし さらにこれまでの では されていなかった える の のソ、 「

評フトウェア 価」 追加を している。

外國語敎育 英語敎育 從來 一般敎育 評このように とりわけ では の ソフトウェアの に、 、 価

外國語敎育 要素 敎師側 要素 取 入 評 方法 硏究の と の を り れた の がなされている。価

2.3 日本語敎育用 評 硏究コ スウェアのー 価

日本語敎育 開發敎材 評 目的 設 評 項目 松見においては の を として けられた ほか、 （価 価

2002 2003水町 開發敎材 限定 評 項目 多 一般化ほか などがあるが に された が く で、 ） 、 、価

(2003)問題 他 日本語敎育 一般 關 硏究 鄭きない がある その に コ スウェア に わる として。 、 ー

などがある。

(2003)鄭 從來 敎育用 外國語敎育用 槪觀 日本は の コ スウェアを し マルチメディア、 、・ ー

語敎材 特色 十分 考慮 評 基準 言 難 述の を に した とは い いと べている そして パッケ ジ。 、価 ー

CDROM型 型 二種類 分 敎とネットワ ク インタ ネット の に け さらにそれぞれ（ ） （ ） 、 ＜‐ ー ー

師 硏究者 開發者用評 項目 以下 敎師用＞（ 「・ ・ 価 」 略 學習者用評 項目と す と） ＜ ＞価

以下 學習者用（ 「 」 略 分 評 項目 詳細 具体的と す に けている これらの はそれぞれ で であ） 。 価

日本語敎育的 評 項目 取 入 從來 硏究 問題点 補 一り さらに な を り れて の の を っている、 、 。価

方 學習者用、「 」 敎師用は、「 」 學習者 評 單純化を が できるようにさらに したものであ価

記述式り、「 」 18 CALL除 項目 學習者中心を くと である しかし が であるにもかかわら。 、

學習者用 評 項目 敎師用 比 充實 言 難ず の は に べ しているとは い い、 、 。価

2.4 先行硏究のまとめ

以上 硏究 代表的 硏究 敎師用の からそれぞれ な について、「 」 學習者用「・ 」 質問項目數の

比較 表を すると となる＜ １＞ 。



表 敎師用＜ １＞「 」 學習者用「・ 」 質問項目數 比較の の

分類
(2000)北神 井上・ (2003)鄭 (2000)キ厶

敎師用 學習者用 敎師用 學習者用 敎師用 學習者用

1 0 10 22 7 15 6

2 0 11 8 3 6 2

3 0 5 3 2 10 1

4 0 4 5 5 1 1

小計 0 30 38 17 32 19

他その 0 0 56 1 38 0

合計 0 30 94 18 70 10

: 2000注 分類 北神 井上 因子 表の は の を す１～４ 、 （ ） ４ 。・

表 從來 外國語 日本語 評 硏究 敎師 視点 項目 比から の や の では の からの に べ＜ １＞ 、 、 、価

學習者用 評 項目 少 敎師用の が ない つまり。 、「価 」 學習者用は「 」 充實 學習より しており、

者 視点 評 項目 充實 必要の からの を させる があることがわかる。価

3. 評 項目 作成の価

本硏究 學習者用では、「 」 整備 必要 判斷 評 項目 作成 項目 用の が と し を し その を い、 、価

CALL日本語 敎材 調査 評 內容 方法 檢討て を することにより の と を した、 、 。価

3.1 檢討課題

先行硏究 考察 敎育一般 評 視点 持 外國語敎育 要素の から にまたがる の を ちつつ の、「 、価

組 更 日本語敎育特有 問題 評 項目 反映をどのように み むか に の をどのように に させ、 、込 価

るか。」 課題 考という が えられる。

CALL本硏究 課題 日本語 評 當 重これは における であり コ スウェアを するに たって、 、 ー 価

点 箇所をおくべき でもある。

本硏究 學習者 行 評 項目 作成 第 目的 前 述では が う の を の とした にも べたように、 １ 。価

CALL 持 意味 學習者中心 學習者用 一般的 項目が つ は にあるからである したがって の な。 、

(2000)北神 井上 基本 外國語敎育 日本語敎育用 項目 當として を とし や の を てはめ さら、 、・

日本語敎育的 側面 側面 盛 最 望 日本語 學習に な とメディアの などを り めば も ましい の、 「込

者用評 項目価 」 抽出 思が できると われる。
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3.2 課題解決 方法及 手順の び

本硏究 上記 檢討課題 解決策 以下 方法 用では の の として のような を いた、 。

(2000) 30北神 井上 因子 項目 採用から と を する① 、４ 。・

(2003) (2000)鄭 學習者用評 項目 上記 因子 當とキム の を に てはめる② ４ 。価

(2003) (2000)鄭 敎師用評 項目 再檢討 因子 當とキム の を し に てはめることができ③ 、４価

項る

目 抽出を する。

特 過程 日本語學習 不可欠 思 文字に の で に であると われる④ 、③ 、 「 」 扱の いに

關 事項 抽出 因子 位置する を し に づけた、４ 。

例 漢字 日本漢字 使は が われているか） 。

漢字 適切 表示 機能のふりがなは であり ふりがなを する がある　　 、 。

學習者中心 文言にわかりやすい に える⑤ 。変

例 學習者えば　　 「 」 自分は「 」 コ スウェア、「 ー 」 學習は ソフト「 」 インタラクショ、「

ン」 正誤判定 評は 「 ・ 価」 フィ ドバック、「 ー 」 反は「 応」 目的志向性 は グル プ、｢ ｣ ｢ ー

という ふうに える１ 。｣ 変

內容 類似 項目の した はひとつにする⑥ 。

一 質問項目 複數 質問項目 含 場合 項目 分つの に の が まれている は それぞれの に ける⑦ 、 。

以上 手順 評 用紙 作成 資料 參照の により を した を。（＜ ＞ ）価

4. 評 關 調査コ スウェアの に するー 価

CALL上記 評 用紙 用 情報通信 提供 日本語 敎材の を いて ネットワ クで されている、価 ー

卽 日本語 學習 評 關 調査 實施コ スウェア ち の ソフトの に する を した（ ）、 。ー 価

4.1 評 對象のサイト価

CALL日本語 關係 文獻 檢索 檢索語の エンジン（・ 1注 入力の リンク ホ ムペ ジにあ） （・ ー ー

108 jp 5先 辿 全 收集 終 學習るリンク から っていく などから サイトを した で わる サイトが） 。

8 kr 17 com 33終 學習 終 學習で わる サイトが で わる サイトが である、 、 。 2注

上記 學習 樣 種類 他 學習 存しかし の サイトは な があり その にもいくつかの サイトが、 、 、々

在 數 把握 全体 把握 物理するだろうし またその は しきれない そのため その を することは、 。 、

的 極 難に めて 限定 形 調査及 評 不可避 本調査及 評しく した での び が である そこで び に、 。 、価 価



學習 知識內容 學習素材 學習方法 提おいては コ スウェア サイト とは となる を その、 （ ） 、 （ー

示 解答・ ・KR 一体化 學習 單一 文字 音聲 畵など と した ソフトであり のメディア） 、 （ ・ ・

像 素材 提示 區別 本硏究 對象による の と し におけるコ スウェアの とした また マルチ） 、 。 、ー

十分生 學習 最 評 値 思メディアとコンピュ タのメリットを かした サイトは も があると わー 価価

以下 限定れ のサイトに した、 。

必 提供 學習ずインタラクションが される サイトであること① 。

音聲付動畵 又 音聲 學習メディアは テキスト は テキスト の サイト② 、＜ ＋ ＞、 ＜ ＋ ＞

であること。

調査實施上 問題 以下 理由 學習 限定また の として の でさらに サイトを した、 。

無料 學習の サイトであること③ 。

多數 調査協力者 評 行 有料 評 對象 入の が を うために ランダムで のサイトを に れる、価 価

濟的 負担 本硏究 無料 學習 扱のは に がかかることから では の サイトのみを う、 。経

Windows版であること④

本硏究 韓國人日本語學習者 評 者 考 韓國 韓國人においては を として えており または、 、価

Windows最 普及 版 學習 扱に も している の サイトを う。

jp kr com以上 結果 終 學習 終 學習 終 學習の で わる サイトは で わる サイトは で わる、 ７、 ２、

12全部 學習サイト で で の サイトとなった３ 、 。

12 學習 特徵 表その の サイトの は のとおりである＜ ２＞ 。

表 一次評 特徵によるサイトの＜ ２＞ 価

A B C D E F

使用言語
日 韓・
中 英・

日 韓 中・ ・
英タイ・

ポ
日 英・ 日 日 日 英・

對象レベル 中 初 初 中 上・ ・ 不明 中 上 超・ ・ 不明
學習技能 聞 讀く・ む 聞 讀く・ む 聞く 聞 讀く・ む 聞 讀く・ む 聞 讀く・ む
學習目標 聽解 試驗 聽解 總合 聽解 聽解

メディア

映像 動畵・
畵像 音聲・
テキスト

動畵 畵像・
音聲

テキスト

音聲
テキスト

畵像 音聲・
テキスト

映像 音聲・
テキスト

音聲
テキスト

國コード JP JP JP JP JP JP

運營主体 日本 大學の 日本 政府の 日本 大學の 日本 大學の 日本 大學の 日本 日本の
語學校

指導理論 有り 不明 不明 不明 不明 不明
A B C D E F
G H I J K L

使用言語 日 日 日 英 韓・ ・ 韓 英 日 英 韓・ ・
對象レベル 不明 不明 初 中 上・ ・ 不明 不明 初
學習技能 讀む 讀む 聞 讀く・ む 讀む 讀む 聞 讀く・ む
學習目標 總合 文化 總合 文字 文法・ 總合 總合

メディア
音聲
テキスト

動畵 音聲・
畵像

映像 動畵・
畵像 音聲・
テキスト

動畵 音聲・
テキスト

音聲
テキスト

映像 動畵・
畵像 音聲・
テキスト

國コード JP JP KR KR COM COM
運營主体 日本 大學の 日本 大學の 韓國 大學の 不明 個人 韓國 大學の
指導理論 不明 不明 不明 不明 不明 不明

:(1)注 使用言語 表記の｢ ｣
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日 日本語 中 中國語 韓 韓國語 英 英語 語タ タイ→ → → → →｢ ｣ ｢ ｣､｢ ｣ ｢ ｣､｢ ｣ ｢ ｣､｢ ｣ ｢ ｣､｢ ｣ ｢ ｣

語 語イ イタリア ポ ポルトガル→ →｢ ｣ ｢ ｣､｢ ｣ ｢ ｣

(2) 對象 表記レベル の｢ ｣

初 初級 中 中級 上 上級 超 超級→ → → →｢ ｣ ｢ ｣､｢ ｣ ｢ ｣､｢ ｣ ｢ ｣､｢ ｣ ｢ ｣

4.2 學習 評 關 調査方法サイトの に する価

12 三 本硏究 評 用紙のサイトをそれぞれ つずつ ランダムに つのグル プにわけた の４ 、 。ー 価

日本語版 韓國語版 用 一人當 評 依賴と を いて たり つのサイトを するよう した つ（ ） 、 ４ 。価

10 30一 人 評 全部 人 依賴 評 者まり つのサイトを が することになり で に をした は、 、 。 、価 価

16 14 25韓國人日本語學習者 男性 人 女性 人 年齡 平均いずれも で であった また の は、 、 。 、

30歲 日本語學習曆 平均 年 人 評 者 評 結果で の は であった の による は であ、 ４ 。 ＜ １＞価 価 図

る。

30人 評 者 總平均値比較の による＜ １＞図 価

12 初級 超級 幅廣 各評 者 學習しかし のサイトは から までの いレベルになっており の レ、 、 価

30合 選 評 譯 本硏究 上記 人 內 中級日本語學ベルに うサイトを んで した ではない では の。 、価

習者
注３

18本調査 學習歷 年以上 年未滿 思 人 評 結果では と われる の により（ 、 ３ ～７ ） 、価

18 10 25各因子別 檢討 名 評 者 男性 人 女性 人 年齡 平均 約に した この の は で の は。 、 、 ８ 、価

MS-WORD歲 日本語學習歷 平均 約 年 月 評 用紙 形で の は ヶ であった は それぞれ、 ３ ７ 。 、価

式 印刷物 二種類 用意 評 用紙 回收方法 評 者のファイルと の を した の としては のメ。 、価 価 ー

MS-WORD形式 添付 送 返 願ルに のファイルを し り すようにお いをした、 。



4.3 評 用紙 信賴性分析の価

今度 以上 前節 評 用紙 信賴性分析 行 必要は のデ タ の をもとに の を う が、 （ ４．２） 、ー 価

信賴性 測定 精度 關 槪念 尺度ある というのは は の に する であり の よさ。 、 、 「 」 考を えるうえ

2005觀点 鎌原 編著 評 用紙 作 當該でのひとつの である ほか ことから を ったうえで（ ） 、 、価

評 項目 信賴 測定 本稿 分析對象 章の が できるものかどうかを することである における は。 ３価

作 評 項目 資料 參照 行 評 結果 分析 行で った を で った をもとに を った（ ） 。価 価

×分析對象 評 用紙 各項目 被驗者 回答 得点化 被驗者は の について の を し ソフトを、 、 、価

30 ×12 360 SPSS動 各評定値 名 名分 使 信賴性とし が ソフト のべ ソフトを った の（ 、 ）、 。変

2005檢討 使 小塩 係數においては よく われている、 （ ）「α 」 算出方法 用 結の を いた その。

0.923果 目的志向性、「 （ ）」 (0.889)興味誘發性「 」 (0.792)敎育課題性「 」 制御容易性「

(0.918)」 係數 得の が られたα 。

.70 .80係數 程度 數値 以上 尺度 內的整合性 高そこで がある の や であれば の が、α （ ） 、 「

い」 2005判斷 小塩 本評 用紙 內的整合性 高と される ことから は が い（ ） 、 「価 」 言 換い え、

信賴性 評 用紙 檢証れば のある であることが された。価

4.4 評 調査 結果 分析の と価

以上 調査方法 以下 分析方法 用の で のような を いた。

各因子 平均値 平均値 出におけるサイトの をもとに を す① 。

表 目的志向性＜ ３＞

サイト A B C D E F G H I J K L 平均値

平均値 3.61 3.49 2.97 3.22 3.29 3.63 3.45 3.40 3.19 3.43 2.70 3.82 3.35

表 興味誘發性＜ ４＞

サイト A B C D E F G H I J K L 平均値

平均値 3.45 3.44 2.62 3.12 2.59 3.18 3.22 3.48 2.85 2.68 2.12 3.77 3.04

表 敎育課題性＜ ５＞

サイト A B C D E F G H I J K L 平均値

平均値 3.88 3.48 3.13 3.13 2.90 3.28 3.16 2.80 3.45 3.40 2.75 3.77 3.26

表 制御容易性＜ ６＞

サイト A B C D E F G H I J K L 平均値

平均値 3.82 3.74 2.82 3.11 3.11 3.89 3.60 3.61 2.48 3.62 2.06 3.86 3.31

因子 平均値以上 高評 相對的 抽出ごとの のサイトであれば サイト として する そ② 、 （ ） 。価
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以下れは のとおりである。

A B F G H J L A B F I J L目的志向性 敎育課題性＜ ＞ 　＜ ＞・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・・・

A B D F G H L興味誘發性＜ ＞ ・ ・ ・ ・ ・ ・ . A B F G H J L制御容易性＜ ＞ ・ ・ ・ ・ ・・

上記 抽出 分析對象 質問項目 平均値 因子の で されたサイトを とし ごとの が ごとのサイ③ ② 、

平均値以上 當該 高評 項目 相對的トの であれば サイトの とした、 （ ） 。価

各項目 上記 高評 項目 有 過半數 本硏究 高ごとに の を するサイトが であれば における④ ③ 、価

10評 項目 相對的 高評 特徵 位置 表 參とし サイトの として づける を（ ） 、 。（＜ ７～ ＞価 価

照）

以上 手順 用 以下 因子 分析 行 各のような を いて においては ごとに を った また サイトの、 。 、

總平均値 自由記述 內容 紹介 內容 分析と の を し を した、 。

目的志向性（１）

L K目的志向性 平均値 最 高 一番低においては でわかるように の が も く は かっ、＜ ２＞ 、図

L理由 學習 學習者 目的 設定た その として のサイトは レベルや の に じてメニュ が され。 、 応 ー

K反面 体系的 內容構成 學習素材 集ている は な になっておらず を めたサイトであるため、 、 、

3.35平均値 差 見 思 合計平均値 以上 平均値 出それぞれの に が られたと われる の の が された。

A B F G H J L學習 學習 目的志向性 高サイトは つ であり この サイトは が い７ （ ） 、・ ・ ・ ・ ・・

といえる。

3.61
3.49

2.97
3.22 3.29

3.63
3.45 3.40

3.19
3.43

2.70

3.82

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

A B C D E F G H I J K L

目的志向性

目的志向性＜ ２＞図

學習 表 平均値以上 項目 平均また この つの サイトにおける のそれぞれの の ごとの、 ７ ＜ ３＞

値 評 項目 表 高評 學習 目的志向であった は のとおりであり サイトにおける＜ ７＞ 、 「価 価

性」 特徵の であるといえる。



表 目的志向性 高評 評 項目における の＜ ７＞ 価 価

番号 質 問　　 A B F G H J L 合計

1 學習 設定 適切レベルの は である。 1 1 1 1 1 1 6

2 學習 內容 使した はすぐ える。 1 1 1 1 1 5

3 內容構成にまとまりがある。 1 1 1 1 1 1 6

4 文字 學習 役 立の に に つ。 1 1 1 1 1 5

5 日本語 學習 說明 提示 役 立の の や は に つ。 1 1 1 1 4

6 例文 役 立は に つ。 1 1 1 1 1 1 6

13 學習內容 適切は である。 1 1 1 1 1 5

14 學習方法 適切は である。 1 1 1 1 1 1 6

15 操作說明 適切は である。 1 1 1 1 1 5

16 學習 構成しやすいような である。 1 1 1 1 1 1 6

17 自分 影響 与にいい を える。 1 1 1 1 1 1 1 7

18 自分 必要 部分 選擇 學習に な を して できる。 1 1 1 1 4

21 他 畵面 他 機能 移動 自由の や の への が にできる。 1 1 1 1 1 5

22 利用 容易メニューの が である。 1 1 1 1 1 1 1 7

25 學習中 不安感に がない。 1 1 1 1 1 1 6

27 全体 把握が しにくい。 1 1 1 1 4

28 無駄 多 含なものが く まれている。 1 1 1 1 1 5

　

興味誘發性（２）

L K興味誘發性 平均値 最 高 一番低においては でわかるように の が も く は かっ、＜ ３＞ 、図

L理由 的 要素 十分活用 的 感覺た その として のサイトはマルチメディア な を し ゲ ム な。 、 、 ー

K學習 反面 文字 音聲 偏 退屈 感で ができるようになっている は と に っており さを じさせた、 、

3.04 A B D F思 合計平均値 以上 平均値 出 學習と われる の の が された サイトは つ。 ７ （ ・ ・ ・ ・

G H L 學習 興味誘發性 高であり この サイトは が いといえる） 、 。・ ・

3.45 3.44

2.62

3.12

2.59

3.18 3.22

3.48

2.85
2.68

2.12

3.77

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

A B C D E F G H I J K L

興味誘発性

興味誘發性＜ ３＞図

4注
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學習 表 平均値以上 項目 平均また この つの サイトにおける のそれぞれの の ごとの、 ７ ＜ ４＞

値 評 項目 表 高評 學習 興味誘發であった は のとおりであり サイトにおける＜ ８＞ 、 「価 価

性」 特徵の であるといえる。

表 興味誘發性 高評 評 項目における の＜ ８＞ 価 価

番号 質 問　　 A B D F G H L 合計

1 全体的におもしろい。 1 1 1 1 1 1 6

2 日本語學習 樂 要素 入を しくしている が っている。 1 1 1 1 1 1 6

3 親 內容しみやすい になっている。 1 1 1 1 1 1 6

5 學習なじみやすい のしかたである。 1 1 1 1 1 5

6 興味 持 內容を たせる である。 1 1 1 1 1 1 6

敎育課題性（３）

A K敎育課題性 平均値 最 高 一番低においては でわかるように の が も く は かっ、＜ ４＞ 、図

A K理由 指導理論 基 學習內容 体系的 構成 反面た その として は に づき が に されている。 、 、 、

素材 提供 平均値 差 見 思は としての にとどまっているため それぞれの に が られたと われる、 。

3.26 A B F I J L合計平均値 以上 平均値 出 學習の の が された サイトは つ であ６ （ ）・ ・ ・・ ・

學習 敎育課題性 高り この サイトは が いといえる、 。

3.88

3.48

3.13 3.13
2.90

3.28
3.16

2.80

3.45 3.40

2.75

3.77

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

A B C D E F G H I J K L

教育課題性

敎育課題性＜ ４＞図

學習 表 平均値以上 項目 平均また この つの サイトにおける のそれぞれの の ごとの、 ６ ＜ ５＞

値 評 項目 表 高評 學習 敎育課題であった は のとおりであり サイトにおける＜ ９＞ 、 「価 価

性」 特徵の であるといえる。



表 敎育課題性 高評 評 項目における の＜ ９＞ 価 価

番号 質 問　　 A B F I J L 合計

5 正解 對 反応 適切に する は である。 1 1 1 1 1 5

7 漢字 讀 方 適切 示の み がふりがなとして に されている。 1 1 1 1 1 5

8 文字 表記法 適切の は である。 1 1 1 1 1 1 6

9 音聲 學習による ができる。 1 1 1 1 4

10 母語 讀で むことができる。 1 1 1 1 1 5

制御容易性（４）

F K制御容易性 平均値 最 高 一番低においては でわかるように の が も く は かっ、＜ ５＞ 、図

F理由 單純 構成 操作 容易た その として のサイトは な になっているため が である しか。 、 、 。

K 單純 構成 一見操作 容易 考 自体し も な になっており などが であると えがちだが テキスト、 、

英語 韓國人日本語學習者 難 思が になっており にとっては しく われただろう したがっ、 、 。

3.31平均値 差 見 思 合計平均値 以上 平均値 出て それぞれの の が られたと われる の の が さ、 。

A B F G H J L學習 學習 制御容易性れた サイトは つ であり この サイトは が７ （ ） 、・ ・ ・ ・ ・・

高いといえる。

3.82 3.74

2.82

3.11 3.11

3.89

3.60 3.61

2.48

3.62

2.06

3.86

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

A B C D E F G H I J K L

制御容易性

制御容易性＜ ５＞図

　

學習 表 平均値以上 項目 平均また この つの サイトにおける のそれぞれの の ごとの、 ７ ＜ ６＞

10値 評 項目 表 高評 學習 制御容易であった は のとおりであり サイトにおける＜ ＞ 、 「価 価

性」 特徵の であるといえる。
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10表 制御容易性 高評 評 項目における の＜ ＞ 価 価

番号 質 問　　 A B F G H J L 合計

1 學習 簡單のやりかたが である。 1 1 1 1 1 5

2 選擇 使 方 簡單ボタンの い は である。 1 1 1 1 1 1 1 7

3 使いやすい。 1 1 1 1 1 1 1 7

4 記号 用語や がわかりやすい。 1 1 1 1 1 5

11 突然止 誤差動プログラムが まるなどの がない。 1 1 1 1 1 5

總平均値 結果による（５）

L K總平均値 結果 最 高 最 低 評 値による として でわかるように が も く が も い＜ ６＞ 、 、図 価

3.5結果 平均値 以上 高評 考 該當という となった また は であると えられ これに する。 、 、価

A B F L 高評 學習は の サイトである、 。・ ・ ・ 価

3.69
3.54

2.89

3.15
2.97

3.50
3.36 3.33

2.99

3.28

2.41

3.81

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

A B C D E F G H I J K L

総平均値比較

總平均値比較＜ ６＞図

自由記述（６）

自由記述「 」 多 意見 寄 本稿 全 意見 槪觀においては くの が せられたが において ての を す、 、

L K高評 學習 低評 學習 例 學習者 期ることはせず の サイト と の サイト の をもとに の、 、 、価 価

待 要望 考察と について した。

11表 短所＜ ＞



L K

入會 使してすぐ えない。 英語 日本語 混 複雜と が ざっていて 。

作 間 資料 少られて もないせいか が ない。 英語 使になっていて いにくい。

畵面 色 全体的の など にかたい。 日本語學習 英語學習よりは のためのサイ
感トのような じがした。

構成 移動 容易メニューの と が ではない。 体系的 構成 欠な に けている。

內容 全然メニューに が ないところもあ

る。

11 L以上 表 敎材 未完成 問題 畵面 構成 關 短所の のように では の からくる と の に する＜ ＞ 、

K指摘 反面 主 母語 學習 不可能 短所 指摘が された では に による が という が された したがっ、 。

母語 學習 敎材 作 上 重要 言 學習者 畵面て による は を る で とても であることが えるし は、 、 、

構成 敏感の に であることがわかる。

12表 長所＜ ＞

L K

初級學習者 適切 敎材に な である。 色 日本語關係々な のサイトがリンクされ
ている。

內容 學習がわかりやすくなっており し、
やすい。

英語 母語 學習者 役立 思を とする には つと
う。

日本語 關 實用に するものだけではなく、
的 情報 多 含な が く まれている。 色 情報 得々な が られる。

適切 構成 視覺的 効果な とデザインで な が
目立つ。 色 形態 學習方法々な の とメニュー

動畵像 利用 興味誘發を した 。 世界各國 日本語事情の についてわかる。

12 L以上 表 長所 主 敎材 使 內容 分の の からみると では に の いやすさと の かりやすさ＜ ＞ 、

K 情報量 豊富 主 評 長所 學習者 注目が では の さが に され として は していることがわか、 、価

る。

13表 他 意見その の＜ ＞

L K

畵面 色 文字の や のサイズなどについても
工夫 學習者 興味 起っと をし に を こさせ、

てほしい。

非英語圈 學習者 日本語學習 不適の の には
切 思だと う。

有料 入會手續 簡素化でなければ きを す、
必要 思る があると う。

內容 把握 入會サイトの を するためには を
正會員 時しなければならず になるまで、

間がかかる。
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13 L他 意見 表 高評 入會手續 簡素化 主その の として でわかるように の では きの が、＜ ＞ 、 価

K指摘 低評 母語 學習 指摘 以上 自由記述 考に され の では による が されている の から え、 。価

敎材 使 內容 分 多言語支援 情報量 豊富られるのは の いやすさ の かりやすさ の さ、① ② ③ ④ ⑤

手續 簡便 敎材 作成 評 參考きの さである またこれは の および において すべきことにもな。 、 価

るだろう。　

5. 總合的 考察な

以上 結果 分析 今回 評 調査 高 平均値 得 學習 特のような と から の で い が られた サイトの、 価

徵 抽出 望 學習 要点 目的志向性が でき それらは ましい サイトの にもなりうる また、 。 、「 」

興味誘發性「 」 敎育課題性「 」 制御容易性「 」 得 高評 項目 中 過半で られた の で それぞれ、価

14數 指摘 項目 注目度 高 考 表のサイトで された は より が いと えられる それらは のよう、 。 ＜ ＞

17目的志向性 項目 興味誘發性 項目 敎育課題性 項目 制御容易性に、 （ ） （５ ） （５ ） （５

項目 である） 。

14表 注目度 高 評 項目の い＜ ＞ 価



目的志向性 興味誘發性 敎育課題性 制御容易性

學習 設定 適切レベルの は で
ある 全体的におもしろい

正解 對 反応 適切に する は で
ある

學習 簡單のやりかたが であ
る

學習 內容 使した はすぐ える
日本語學習 樂を しくしてい
要素 入る が っている

漢字 讀 方の み がふりがなと
適切 示して に されている

選擇 使 方 簡單ボタンの い は
である

內容構成にまとまりがある 親 內容しみやすい になって
いる

文字 表記法 適切の は である 使いやすい

文字 學習 役 立の に に つ
學習なじみやすい のしかた

である 音聲 學習による ができる 記号 用語や がわかりやすい

日本語 學習 說明 提示の の や
役 立は に つ 興味 持 內容を たせる である 母語 讀で むことができる

突然止プログラムが まるな
誤作動どの がない

例文 役 立は に つ

學習內容 適切は である

學習方法 適切は である

操作說明 適切は である

學習 構成しやすいような に
なっている

自分 影響 与にいい を える

自分 必要 部分 選擇に な を し
學習て できる

他 畵面 他 機能 移の や の への
動 自由が にできる

利用 容易メニューの が であ
る

學習中 不安感に がない

全体 把握が しにくい
逆轉項目（ ）

無駄 多 含なものが く まれて
逆轉項目いる（ ）

CALL特徵 今後 型日本語 評 上 基本さらにこの は ネットワ ク コ スウェアを する で、 、ー ー 価

的 基準 思な になると われる。　

本硏究 全般的 敎育 外國語敎育 日本語敎育 先行硏究 用 日本語では な の を いて、 ・ ・

CALL 學習者評 項目 作成 韓國人日本語學習者 調査 行コ スウェアの を し による を い、ー 価 ､

評 項目 信賴性 檢証 望 方 檢討 學習の を し ましいコ スウェアのあり について した また、 。 、価 ー

者 對 期待 持 明がコ スウェアに して どのような を っているかということを らかにした さら、 。ー

本硏究 作成 評 項目 通 特徵 判斷 資料 得に で した を してコ スウェアの を する となり るこ、 価 ー

示 以上 本硏究 意義 付 加 本硏究 評とを した が における である け えていうと における。 、 。 、 価

硏究 日本語學習 基本的 一般的 尺度 提示 目的 個は ソフトの な を することを としており、 、・

別 學習 綿密 評 一般的 項目 評 目的 更の ソフトを に するためには な をもとに に じて、 、価 価 応

工夫 必要なる が となるだろう。

最後 今後 課題 殘 本硏究 作成 評 項目 敎師 硏究に の として るのは で した をもとに、 「価 ・
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者 開發者・ 」 評 項目 作成 包括的 評 行 今後の を し より な を うことである において、 。価 価

CALL以上 課題 解決 進 日本語 硏究 改善 一步は の を することによって より んだ の の とした、 、

い。

注 檢索語 日本語は１： 、「 」 日本「 」 CALL「 」 CAI「 」 コ スウェア「 ー 」 學習「 」 檢索語などの をそれぞ

單獨 入力 二重檢索 方法 用れ で したり をするなどの を いた、 。

注 從來 硏究 國名 分類 本硏究 最後 國 分の においては で していたが ではサイトの につく コ ドで２： 、 、 ー

類 大學機關 企業 開發 場合 問題 個人 場合 據する というのは や で された は ないが の はどこを。 、 、

点 開發 非常 紛 例 韓國人 日本にして したかなど に らわしいからである えば が でアメリカのサイ。 、

使 開發 場合 一例トを って した などがその であろう。

注 本硏究 學習 學習 設定 反面 設定における サイトは レベルが されているサイトがある されてい３： 、 、

評 者 樣 今回 調査ないサイトがほとんどである また のレベルも であった しかし の では。 、 。 、価 々

結果的 中級 學習者 最 多 焦点化 調査 信賴性 高に レベルの が も く レベルを することが の を める、 、

考 中級日本語學習者 分析對象と えたために を とした、 。

注 逆轉項目 無駄 多 含として なことが く まれていない４： 、「 」 評 値と えられ においても、 、「２変 価 」

場合の は「４」、「１」 場合の は「５」 換算に した。
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資料＜ ＞

日本語學習 評価ソフトの
回答者情報●　
氏名 年齡
性別 出身國
母語 日本語學習曆 合計 年 月か＿＿＿ ＿＿＿

學習 名ソフト●
名称
URL

評価のしかた●
各學習 意見 次 基準 從 回答 欄ソフトについての を の に い の、 、「 」 「５　 ４　 ３　 ２　

數字 印 下の にそれぞれ をつけて さい１」 ○ 。
番
号 質 問　　

回 答　　
そ う だ ←
--------------------
------------ ちがう→

基準●
通 思 場合その りだ そうだ と う は「 （ ） 」 、５

通 思 場合どちらかというとその りだ そうだ と う は「 （ ） 」 、４
場合どちらともいえない は「 」 、３
思 違 思 場合どちらかというとそうは わない どちらかというと うと う は「 （ 、 ） 、２

違 思 場合そうではない う と う は「 （ ） 」 、１
質問內容 十分讀 上 答を んだ で お えください＊ 、 。

グループ（１） １



番
号 質 問　　

回 答　　
そ う だ ← ‐
ちがう→

1 學習 設定 適切レベルの は である ５　 ４　 ３　 ２　
１

2 學習 內容 使した がすぐ える ５　 ４　 ３　 ２　
１

3 內容構成にまとまりがある ５　 ４　 ３　 ２　
１

4 文字 學習 役 立の に に つ ５　 ４　 ３　 ２　
１

5 日本語 學習 說明 提示 役 立の の や は に つ ５　 ４　 ３　 ２　
１

6 例文 役 立は に つ ５　 ４　 ３　 ２　
１

7 聞 話 讀 書 練習 役 立く・ す・ む・ くの は に つ ５　 ４　 ３　 ２　
１

8 文化 言語 兩方 學習と の が できる ５　 ４　 ３　 ２　
１

9 學習資料がたくさんある ５　 ４　 ３　 ２　
１

10 日本語學習 特定に されている ５　 ４　 ３　 ２　
１

11 學習 必要 時間 示に な が されている ５　 ４　 ３　 ２　
１

12 學習目標 合 內容に っている である ５　 ４　 ３　 ２　
１

13 學習內容 適切は である ５　 ４　 ３　 ２　
１

14 學習方法 適切は である ５　 ４　 ３　 ２　
１

15 操作說明 適切は である ５　 ４　 ３　 ２　
１

16 學習 構成しやすいような である ５　 ４　 ３　 ２　
１

17 自分 影響 与にいい を える
５　 ４　 ３　 ２　

１

18 自分 必要 部分 選擇 學習に な を して できる
５　 ４　 ３　 ２　

１

19 學習 中斷 中斷 學習 再開を しても したところから が できる、 ５　 ４　 ３　 ２　
１

20 自分 學習進度で がコントロールできる
５　 ４　 ３　 ２　

１

21 他 畵面 他 機能 移動 自由の や の への が にできる ５　 ４　 ３　 ２　
１

22 利用 容易メニューの が である ５　 ４　 ３　 ２　
１

23 學習意欲がわく
５　 ４　 ３　 ２　

１
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番
号 質 問　　

回 答　　
そ う だ ← ‐
ちがう→

24 學習動機 起を こさせる ５　 ４　 ３　 ２　
１

25 學習中 不安感に がない ５　 ４　 ３　 ２　
１

26 別 內容 學習 勉强の でこのような ソフトがあれば したい、 ５　 ４　 ３　 ２　
１

27 全体 把握が しにくい ５　 ４　 ３　 ２　
１

28 無駄 多 含なものが く まれている ５　 ４　 ３　 ２　
１

グループ（２） ２
番
号 質 問　　

回 答　　
そ う だ ← ‐
ちがう→

1 全体的におもしろい ５　 ４　 ３　 ２　
１

2 日本語學習 樂 要素 入を しくしている が っている ５　 ４　 ３　 ２　
１

3 親 內容しみやすい になっている ５　 ４　 ３　 ２　
１

4 美的感覺 畵面のある である ５　 ４　 ３　 ２　
１

5 學習なじみやすい のしかたである ５　 ４　 ３　 ２　
１

6 興味 持 內容を たせる である ５　 ４　 ３　 ２　
１

7 動 映像 活用く を している ５　 ４　 ３　 ２　
１

8 性ゲーム がある ５　 ４　 ３　 ２　
１

9 全体的 性にストーリー がある ５　 ４　 ３　 ２　
１

10 學習中 退屈 感に さを じる ５　 ４　 ３　 ２　
１

11 內容 全体的 堅 感は に い じがする ５　 ４　 ３　 ２　
１

グループ（３） ３



番
号 質 問　　

回 答　　
そ う だ ← ‐
ちがう→

1 問題解決 中 解決能力 養をしていく で が われる、 ５　 ４　 ３　 ２　
１

2 自分 學習 內容 關連が している と がある ５　 ４　 ３　 ２　
１

3 參加 意識 持しているという が てる ５　 ４　 ３　 ２　
１

4 誤答 對 訂正 適切に する は である ５　 ４　 ３　 ２　
１

5 正解 對 反応 適切に する は である ５　 ４　 ３　 ２　
１

6 正誤判定 評価・ などがある ５　 ４　 ３　 ２　
１

7 漢字 讀 方 適切 示の み がふりがなとして に されている ５　 ４　 ３　 ２　
１

8 文字 表記法 適切の は である ５　 ４　 ３　 ２　
１

9 音聲 學習による ができる ５　 ４　 ３　 ２　
１

10 母語 讀で むことができる ５　 ４　 ３　 ２　
１

グループ（４） ４
番
号 質 問　　

回 答　　
そ う だ ← ‐
ちがう→

1 學習 簡單のやりかたが である ５　 ４　 ３　 ２　
１

2 選擇 使 方 簡單ボタンの い は である ５　 ４　 ３　 ２　
１

3 使いやすい ５　 ４　 ３　 ２　
１

4 記号 用語や がわかりやすい ５　 ４　 ３　 ２　
１

5 文字 色 適切 讀のサイズや が で みやすい ５　 ４　 ３　 ２　
１

6 畵面 構成 見の が やすい ５　 ４　 ３　 ２　
１

7 畵質 適切が である ５　 ４　 ３　 ２　
１

8 音質 適切が である ５　 ４　 ３　 ２　
１

9 指示 說明や がわかりやすい ５　 ４　 ３　 ２　
１

10 自分 部分 學習がどの を しているかがわかりやすい ５　 ４　 ３　 ２　
１

11 突然止 誤作動プログラムが まるなどの がない ５　 ４　 ３　 ２　
１

自由記述（６）
短所 何は ですか①　 。
長所 何は ですか②　 。
他 意見 書その の があれば いてください③　 、 。

疲 樣お れ でした＊ 。



日本語 評価 關 硏究コースウェアの に する 尹 楨 勛

要 旨

日本語敎育 學習 關心 高 中 品質 評において ソフト コ スウェア への が まる で その や（ ） 、ー 価

關 多 議論 言 敎師 學習者 主觀的 判斷に しては くの がなされているとは いがたく や の な に、 、

敎材より、「 」 選擇 實情 日本語敎育用が されているのが であることから のコ スウェアの、 ー

開發 利用 當 評 內容 方法 關 議論 深 必要 考や に たって の と に する を める があると えた、 。価

CALL先行硏究 學習者中心 關 學習者用評 項目から が であるにも わらず「 価 」 充實が して

指摘 上 敎育一般 評 視点 持 外國語敎育 要いないことを した にまたがる の を ちつつ の、「 、価

素 組 更 日本語敎育特有 問題 評 項目 反映をどのように み むか に の をどのように に さ、 、込 価

せるか」 (2000)檢討課題 客觀性 高 北神 井上 基本 日本語敎育ということを とし の い を に、 ・

外國語敎育 要素 組 學習者用評 項目と の を み んだ「込 価 」 評 用紙 作成を した また（ ） 。 、価

評 用紙 用 韓國人日本語學習者 評 者 情報通信 提供この を いて を として ネットワ クで、価 価 ー

CALL日本語 敎材 評 關 調査 行 得されている コ スウェア の に する を い られたデ タ（ ） 、ー 価 ー

評 用紙 信賴性分析 行 評 用紙 內的整合性 高をもとに の を った は の い。 「価 価 」信賴性のある

項目 構成 確認 評 用紙 用 評 調査 結果で されていることが できた また この を いた の を。 、 価 価

32分析 考察 行 高評 學習 特徵 抽出 望 學習もとに および を い の サイトの を し ましい サイ、 、価

CALL評 基準 示 本硏究 意義 日本語 望トの となることを した の は コ スウェアの まし。 、「価 ー

學習者評 項目 作成い を価 」 望 方 關 檢討ましいコ スウェアのあり に する「 ー 」 學習者のコ「 ー

對 期待 明確化スウェアに する の 」 本硏究 作成 評 項目 通である また で した を してコ ス。 、 価 ー

特徵 判斷 資料 得 示 今後 課題 本硏究 作ウェアの を する となり ることを した の としては で。 、

成 評 項目 敎師 硏究者 開發者した をもとに「価 ・ ・ 」 評 項目 作成 包括的 評の を し より な、価

行を うことにした。価

日本語敎育 日本語 評価硏究キーワード ネットワーク コースウェア、 、 、 、 、

學習者評価
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